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学
校
別
成
績
公
表
に

昨
年
一
月
に
八
戸
市
教
育
委
員
会
が
、

市
内
全
て
の
公
立
小
中
校
長
に
学
校
別
公
表

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、

約
９
割
の
校
長
が
反
対
を
表
明
し
た
。
そ
の

「

」

理
由
と
し
て

学
校
の
序
列
化
に
つ
な
が
る

学
力
偏
重
で

指
導
に
偏
り
が
出
る

過

「

、

」「

」

。

度
の
競
争
が
生
じ
る

な
ど
を
あ
げ
て
い
る

今
年
も
学
力
テ
ス
ト
の
実
施
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
学
テ
は
、
学
校
を
序
列
化
す
る
の

が
目
的
で
は
な
い
。
大
事
な
こ
と
は
豊
か
な

実
践
と
『
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
』
な

の
で
あ
る
。

◆
八
戸
市
教
職
員
野
球
大
会
結
果

優

勝

チ
ー
ム
Ｎ
Ｃ
Ｋ
２

）

（
中
居
林
小
・
長
者
小
・
小
中
野
小
・
江
陽
中

準
優
勝

三
八
城
町
連
合

（

）

八
戸
小
・
城
下
小
・
第
二
中
・
町
畑
小

第
３
位

第
三
柏
崎

（
第
三
中
・
柏
崎
小
）

第
３
位

北
稜
タ
イ
ガ
ー
ス

（
北
稜
中
・
根
岸
小
・
日
計
ヶ
丘
小
）

（ ） 、県教委 職員福利課 は

昨年１２月１１日、県教組

・高教組・日教組青森・学

事労の４者に対して、大幅

な給与引き下げとなる「給

与制度の総合的見直し」

（案）として提示した。ま

「評価の賃金た、今回の提示にはないものの、教職員評価制度を反映した

を国や県職員がすでに実施していることから、教職員に対してもリンク」

と述べた。２８年度から実施したい

【主な提示内容】

①給与構造改革における経過措置（現給保障）の廃止

（ ）現給保障：平成１８年度の給料表改定により給料月額が減額となった人への対応

平成２７年度は半額にし、平成２８年度に廃止する。→

②給料表→現行の水準より技能職以外は平均２％を引き下げる。最高号給を最大

技能職は平均１．２％引き下げる。４％引き下げる。

③単身赴任手当・・・基礎額月額２３，０００円→３０，０００円

④再任用職員の単身赴任手当・住居手当の支給

◆教員特殊業務手当の引き上げ

①修学旅行等引率 日額３，４００円→４，２５０円

②運動競技等引率 日額３．４００円→４，２５０円

③部活動指導手当 日額２，４００円→３，０００円

◆期末・勤勉手当の役職加算の改定

①加算割合 ５％の教諭

経験年数１０年以上→１２年以上

②加算割合１０％の教諭

経験年数２６年以上→３０年以上

現在、道徳は小中学校で週１回､教科外の「道徳の時間」として
設定され、年３５コマ程度実施されている。教科書はなく、さま
ざまな教材が使われ評価はない。しかし、平成３０年度（予定）
からは、道徳を教科とし、検定教科書を使ってそれぞれの学級で
授業をしなければならなくなる。道徳の評価は、児童の発言や行

動などあらゆる情報を収集した上で、指導要録に文章で記載する
。 、 『 』ことになる これは 憲法で保障されている 思想・良心の自由

を侵すものになりかねない。特定の価値観を国が押しつけること
は、あってはならないことと思う。
今年は、戦後７０周年という節目の年。アジアで２千万人、日

悲劇を繰り返しては本で３１０万人の方々が犠牲となった。同じ
ならない。

１月１１日現在 ４１９３００円,

図南小 鮫中 剣吉小
白銀小 南浜中 向小
大久喜小 白山台中 福地小
白山台小 下長中 南部杉沢中
城北小 三条中 階上中
根岸小 豊崎中 道仏中
明治小 東中 西越小
松館小 田代中 青潮小
鳩田小 三戸学園 野沢中
第三中 五戸小 桔梗野小
長者中 切谷内小 南部中
湊中 川内中

県
教
組
三
八
支
部
は
、
年
度
末
の
『
人
事
異
動
』

に
つ
い
て
、
三
八
教
育
事
務
所
並
び
に
八
戸
市
教
育

委
員
会
に
『
申
し
入
れ
書
』
を
提
出
し
ま
し
た
。
来

月
に
は
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
の
話
し
合
い
の
場
を

持
つ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

『
申
し
入
れ
書
』
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次

の
通
り
で
す
。

【
抜
粋
】

一

基
本
的
要
望
事
項

・
あ
く
ま
で
も
本
人
の
意
志
を
最
優
先
さ
せ
、

「
勤
務
の
均
等
を
は
か
る
」
を
原
則
に
、
納

得
の
で
き
る
客
観
的
、
民
主
的
人
事
を
行
う

こ
と
。

二

重
点
的
要
望
事
項

（
１
）
転
任

①
転
任
希
望
者
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
事
情
を

十
分
考
慮
す
る
こ
と
。

・
本
人
の
健
康
状
態
や
生
活
事
情
を
配
慮
す
る

こ
と
。

・
通
勤
手
段
を
考
慮
し
、
通
勤
時
間
が
長
い
教

職
員
か
ら
順
次
希
望
を
満
た
す
こ
と
。

・
本
人
の
希
望
に
反
す
る
事
態
の
時
は
、
校
長

が
十
分
な
説
明
を
す
る
こ
と
。

（
２
）
留
任

、

、

①
留
任
希
望
者
の
う
ち

次
の
者
に
つ
い
て
は

事
情
を
十
分
考
慮
す
る
こ
と
。

・
本
人
の
健
康
状
態
に
配
慮
す
べ
き
者

・
休
職
中
の
者

・
出
産
予
定
者
、
乳
児
を
か
か
え
て
い
る
者
、

育
児
休
業
中
、
育
児
休
業
明
け
の
者
、
産
前

産
後
休
暇
者
の
者

・
親
の
介
護
を
か
か
え
て
い
る
者

②
留
任
希
望
者
の
異
動
は
、
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
。

三

管
理
職
及
び
指
導
主
事
の
登
用

・
管
理
職
及
び
指
導
主
事
の
登
用
に
あ
た
っ
て

は
、
教
育
実
践
（
教
科
、
学
級
経
営
、
生
活

指
導

、
現
場
経
験
と
も
豊
か
で
、
教
職
員

）

相
互
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
者
を
登
用
す
る

こ
と
。

・
校
長
の
登
用
に
つ
い
て
は
、
民
主
的
学
校
経

営
に
努
力
し
、
現
場
職
員
の
意
志
を
十
分
尊

重
し
、
そ
の
期
待
と
信
頼
に
こ
た
え
る
者
の

登
用
に
努
め
る
こ
と
。

四

次
の
各
項
に
あ
げ
る
人
事
は
行
わ
な
い
こ
と

・
本
人
の
意
に
反
す
る
同
一
校
３
年
未
満
で
の

異
動

・
管
理
職
（
校
長
・
教
頭
）
の
同
時
異
動

・
新
採
用
者
の
機
械
的
な
３
年
経
過
異
動

五

そ
の
他

・
教
育
活
動
を
十
分
に
保
障
す
る
た
め
、
遠
距

離
通
勤
を
解
消
す
る
こ
と

・
講
師
の
配
置
に
つ
い
て
は
す
み
や
か
に
行
う

こ
と

（
懇
談
予
定
日
）

◆
２
月

日
（
火
）
三
八
教
育
事
務
所

17

◆
２
月

日
（
金
）
八
戸
市
教
育
委
員
会

20

話
し
合
い
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
後
日
発
行
の
教

育
新
聞
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

青
森
県
教
職
員
組
合
三
八
支
部

2015.1.15

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
職
場
の
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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